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2021年に化学工学会人材育成センターが企業に勤めている373名に対して行った「化学工学教育に関
するアンケート」によれば，化学工学修得者へのニーズは少なくとも9割の回答が認めているものの，
その半数は「人材が確保できない」と回答している。また，「化学工学」誌2019年5月号，2024年8月号
の特集にあるように，実学としての化学工学は，従来は化学工学との関連が薄いと考えられていた広い
範囲の業種，分野において重要性を増している。このような背景のもと，化学工学を修得している技術
者の需給ギャップを埋める必要性が強まっている。これまでは社内での教育，学会の講座を通じた化学
工学教育が行われてきたが，どのような事例や教育プログラムがあるか，また，近年発展が著しいシミュ
レータやVRを使った手法などを一覧して知る機会は限られていた。本特集では，これまで広く紹介さ
れることが無かった企業技術者への化学工学教育について，周辺領域に関する教育プログラムも併せて
紹介しており，需給ギャップを埋める一助となれば幸いである。

（編集担当：髙見誠一）†

	 特集	企業技術者への化学工学教育

†Takami, S. 令和5・6年度化工誌編集委員（3号特集主査）　名古屋大学

■教育・セミナー

社会人技術者向け継続研さん支援について 長澤 英治・永井 敏之・川瀬 泰人
 

技術者育成のための化学工学トレーニング 熊谷 善夫
 

中央労働災害防止協会が行う安全衛生教育～労働災害防止対策の基本から考える～ 山岸 嘉久
 

日本化学品輸出入協会において重要な事業であるセミナーについて 徳重 諭・吉原 徹・新幡 哲也

■ツール・事例

運転訓練シミュレータの開発と運用 鈴木 翔太
 

化学工学における実践的なスキルを育む：「プロセスデザイン学生コンテスト」の取り組み 栃原 平祐
 化学工学会SIS部会情報技術教育分科会
 プロセスデザイン学生コンテスト作題委員会

 

Virtual Realityを用いた化学物質の火災・爆発危険体感教育 横井 暁
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化学工学会では，社会人技術者の生涯学習を支援してい

る。その支援プログラムを運営する組織としては，支部，
部会や人材育成センターなどが挙げられる。それらの企画
の中には講演会などの単発企画も多数あるが，ここでは不
定期開催の講演会などの情報は除き，定期的に継続開催さ
れている内容に絞って紹介する。
　

　
本会の「技術者の生涯学習支援全体イメージ」を図1に示

す。縦軸は能力レベル，横軸は実務経験を表している。レ
ベルの目安は，L0（入門），L1（初級：実務1～2年），L2（中級：

実務3～5年），L3（中上級：実務6～10年），L4（上級：実務10

年以上）である。本センターでは，各組織で継続的に開催
されるプログラムを「化学工学会技術者教育体系」1）に纏め
て，更新しているので，そちらを参照されたい。

まず，L0のプログラムとしては，無料で利用できるJST
の「研究人材のためのe-learning」2）がある。2002年に運
用を開始したこのe-learningプログラムは，諸般の事情で
2019年3月27日にいったん運用を終了したが，2022年3
月29日に全103コースが再開されている。本プログラム
の特徴は，各コースには複数のレッスンがあり，1レッス
ンあたり10～15分で学習できる内容となっている。ま

た，各レッスンには「自己診断テスト」が用意されており，
習得度の把握にも活用できる。なお，本会人材育成センター
では，表1の通り20プログラムを制作している。一部の
講座では，社会情勢の変化に伴い，内容が多少古くなった
プログラムも存在するが，化学工学の基礎や安全など普遍
的なプログラムにおいては，現在も十分活用できる内容で
ある。その他に，本会教科書委員会が制作した化学工学の
入門的教科書『実例で学ぶ化学工学　課題解決のためのア

1．はじめに

2．社会人技術者の生涯学習に対する活動

社会人技術者向け 
継続研さん支援について

Supporting Continuing Professional Development for Professional Engineers
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表1　JST「研究人材のためのe-learning」教材（本会作成分のみ）

分野 コース名 制作年月
化学 化学工学基礎－伝熱コース 2002年2月
化学 化学工学基礎－流動コース 2002年2月
化学 化学工学基礎－膜分離コース 2002年2月
化学 化学工学基礎－蒸留コース 2002年2月

化学 化学工学基礎－化学プロセスにおける計測と制御
コース 2002年2月

安全 化学プラントの安全入門（蒸留）コース 2002年3月， 
2003年8月

安全 化学プラントユニットプロセスの安全コース
2003年8月， 
2004年3月， 
2005年2月

安全 化学プロセスの安全コース 2006年2月
安全 化学反応の安全コース 2005年2月
安全 化学物質の安全コース 2004年3月
安全 化学プラントの安全－管理コース 2006年2月
プラント機器
と安全 プラント機器と安全－設備管理コース 2006年9月

プラント機器
と安全 プラント機器と安全－運転管理コース 2006年9月

環境 廃棄物処理・リサイクル技術コース 2003年2月
環境 大気汚染対策技術コース 2003年2月
環境 水・土壌の汚染と浄化技術コース 2003年2月
環境 地球を温暖化から救う科学技術 2010年2月
材料 技術者のための腐食診断と防食技術コース 2011年2月
電気電子 技術者のための新エネルギーと分散電源コース 2012年2月
技術者教養 科学技術者のためのデータ解析技術 2010年2月

• 他分野技術者
•入門編

・基礎知識の実務への
展開

・専門能力の向上

・技術領域の拡大
・応用能力の向上
・マネジメント手法

・高度専門能力の習得
・最新技術のマスター
・マネジメント手法

・基礎知識の習得・復習
実務への展開

1 2 3 4 5 6 10年～7

L0

L1

L2

L3

L4

実務経験，キャリア

L0プログラム

L1プログラム

L3プログラム

L4プログラム

L2プログラム

化学工学会が提供する
継続教育プログラム
L0～L4

経営ゼミナール

図1　技術者の生涯学習支援全体イメージ
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